
■令和5年度 一般会計決算＜歳出＞
【目的別】 【性質別】

44.4％

民生費
806億円

農林水産業費
25億円
1.4％

9.0％
衛生費
162億円

9.1％

総務費
165億円

7.0％土木費
127億円

商工費
31億円
1.7％

その他
10億円 0.5％ その他 36億円 2.0％維持補修費 21億円 1.1％公債費

159億円

2.9％
消防費
53億円

総 額
1,814億円

15.2％

教育費
276億円 8.8％

17.6％

6.6％補助費等
176億円

9.7％

投資的経費
219億円
12.1％

その他経費
582億円
32.1％

義務的経費
1,013億円
55.8％

8.8％

29.4％

繰出金
118億円

12.7％
物件費
230億円

12.1％
建設事業費
219億円

公債費
159億円

人件費
321億円

総 額
1,814億円

扶助費
533億円

■令和5年度 一般会計決算＜歳入＞

35.1％

地方譲与税・
交付金
149億円

8.0％

自主財源
816億円
43.8％

27.7％

Facebook→

地方交付税
208億円

9.3％
市 債
174億円

国・県支出金
517億円

諸収入
40億円
2.2％

その他
121億円 6.5％

市 税
655億円

総 額
1,864億円

11.2％

依存財源
1,048億円
56.2％

大西さとし
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市政レポート市政レポート  第4回 9月定例会令和6年度

「人」が輝き、
「まち」が輝く
「輝く創造都市、高松」

「人」が輝き、
「まち」が輝く
「輝く創造都市、高松」

　
９
月
４
日
か
ら
24
日
ま
で
の
21
日
間
の
日
程
で
、令
和
６
年 

第
４
回 

定
例
会（
９
月
議
会
）を
開
催
し
、令
和
６
年
度 

一般
会
計
補
正
予
算

な
ど
15
議
案
を
可
決
し
、議
員
提
出
議
案
５
件
を
否
決
し
た
ほ
か
、陳

情
３
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、人
事
案
件
５
件
に
同
意
し
ま
し
た
。
な
お
、

私
自
身
本
議
会
に
お
い
て
代
表
質
問
を
行
い
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
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⑴
一
般
会
計
の
概
要

・
令
和
5
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
決
算
総
額
は

約
1,
8
6
4
億
円
、
歳
出
決
算
総
額
は
約

1,
8
1
4
億
円
で
、歳
入
・
歳
出
と
も
３
年

ぶ
り
の
増

・
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
き
、
そ

こ
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
事
業
の
財
源
を

除
く
と
約
44
億
円

⑵
一
般
会
計
の
特
徴

・
決
算
規
模
は
、歳
入
・
歳
出
と
も
３
年
ぶ
り
の

増（
過
去
３
番
目
）

　
【
R
4
】歳
入
／
約
1,
7
8
4
億
円

　

歳
出
／
約
1,
7
3
6
億
円

・
実
質
収
支
は
、約
44
億
円（
6
年
連
続
の
増
）

　
【
R
4
】約
39
億
円
、【
R
3
】約
38
億
円

・
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
、約
35
億
円
の
黒
字

　
（
6
年
連
続
の
黒
字
）

　
【
R
4
】約
92
億
円
、【
R
3
】約
29
億
円

・
市
債
残
高（
臨
時
財
政
対
策
債
を
除
く
）は
、

前
年
度
末
に
比
べ
約
５７
億
円
の
増

・
財
源
対
策
基
金
残
高
は
、
４
年
連
続
の
増
加

で
、前
年
度
末
に
比
べ
約
12
億
円
の
増

　
（
財
政
調
整
基
金
は
約
6
億
円
の
増
）

⑶
特
別
会
計
の
概
要

・
競
輪
や
介
護
保
険
事
業
な
ど
全
9
会
計
。全

体
で
収
入
済
額
か
ら
支
出
済
額
を
差
し
引

き
、
そ
こ
か
ら
翌
年
度
へ
の
繰
越
し
財
源
を

除
く
実
質
収
支
は
約
11
億
円
の
黒
字
。

　
　
　

歳
入
／
約
1,
2
2
4
億
円

　
　
　

歳
出
／
約
1,
2
1
3
億
円

令
和
5
年
度

決
算 

見
込
み
の
概
要

⑴
政
策
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
事
業
実
施

　
（
約
0.7
億
円
）

・
災
害
時
緊
急
物
資
備
蓄
事
業
費

・
創
造
都
市
推
進
事
業
費

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
費

・
サ
ン
ポ
ー
ト
地
区
周
辺
再
生
推
進
事
業
費

⑵
補
助
認
証・制
度
の
創
設
に
伴
う
事
業
の
実
施

　
（
約
1.2
億
円
）

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
管
理
運
営
費

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
促
進
費

・
常
備
消
防
運
営
事
務
費

・
消
防
団
消
防
活
動
費

⑶
当
初
予
算
編
成
後
に
お
け
る
情
勢
変
化
等
へ
の

　
適
切
な
対
応（
約
▲
4.1
億
円
）

・
税
系
帳
票
作
成
業
務
委
託
料

・
戸
籍
事
務
費

・
住
民
基
本
台
帳
事
務
費

・
斎
場
公
園
管
理
費

・
脱
炭
素
化
推
進
事
業
費

・
農
村
公
園
等
施
設
費

・
企
業
誘
致
推
進
費

・
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
費

・
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
事
業
費

・
小
学
校
施
設
老
朽
化
対
策
事
業
費

⑷
県
施
行
建
設
事
業
等
に
対
す
る
地
元
負
担
金

　
の
措
置（
約
4.3
億
円
）

・
国
、
県
が
令
和
６
年
度
に
実
施
す
る
事
業
に

対
し
、地
方
財
政
法
等
の
規
定
に
基
づ
き
、地

元
負
担
金
を
措
置
す
る
も
の

令
和
6
年
度

９
月
補
正
予
算
の
特
色

代表質問の動画

裏面に続きます。



◎次回の発行は2月の予定です。皆さまのご支援、ご協力よろしくお願いいたします。
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行
財
政
に
つ
い
て

　

 

ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
に
対
す
る
受
け
止
め

と
、寄
附
額
の
増
加
に
向
け
た
取
組
へ
の
考
え

　

 

令
和
５
年
度
の
寄
附
金
額
は
、約
11
億
4

千
万
円
と
過
去
最
高
額
と
な
っ
た
。一方
で
、
本

市
市
民
が
他
自
治
体
へ
寄
付
し
た
際
の
市
民

税
控
除
額
は
、約
13
億
7
千
万
円
と
、こ
れ
も

過
去
最
高
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、ふ
る
さ

と
納
税
制
度
の
認
知
度
が
高
ま
り
、
全
国
的

に
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つい
て

は
意
義
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、「
高
松
ご
じ
ま
ん
品
」

の
野
菜
や
果
物
の
種
類
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
市

内
の
宿
泊
施
設
で
利
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
や
、

「
旅
先
納
税
」の
電
子
商
品
券
で
あ
る「
Ｓ
Ｅ
Ｔ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
」な
ど
、旅
行
関
連
の
返
礼
品
を
充
実

さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
月
28
日
及
び
29
日
に
東
京
ビ
ッ
ク

サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る「
ふ
る
さ
と
応
援
フ
ェ
ス

タ
」に
参
加
す
る
な
ど
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も

積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、魅
力
あ
る
返
礼
品
の
開

拓
や
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、よ
り
多
く
の
方

に
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。

  

安
全
・
安
心
に
つ
い
て

　

 

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報（
巨
大
地
震
注
意
）の

発
表
に
対
す
る
対
応
の
状
況
と
、今
後
に
向
け
た
取
組

　

 

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」は
、
地
震

の
規
模
等
に
応
じ
、
災
害
へ
の
対
応
が
必
要
な

も
の
と
し
て
、「
巨
大
地
震
警
戒
」と「
巨
大
地

震
注
意
」が
あ
り
、
今
回
は「
巨
大
地
震
注
意
」

で
あ
っ
た
た
め
、地
震
発
生
の
翌
日
、災
害
対
策

本
部
員
等
に
よ
る
連
絡
会
議
を
開
催
し
、情
報

共
有
と
注
意
喚
起
を
行
っ
た
ほ
か
、
市
民
の
皆

様
に
対
し
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
、

日
頃
の
地
震
へ
の
備
え
を
再
確
認
す
る
と
と
も

に
、一
定
期
間
、地
震
発
生
に
注
意
し
つ
つ
、日

常
生
活
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
周
知
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
巨
大
地
震
警
戒
」が
発
表
さ
れ
た
際
の
対

応
も
意
識
し
て
お
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
今

後
、
国
等
に
お
い
て
ま
と
め
ら
れ
る
検
証
も
踏

ま
え
、「
高
松
市
地
域
防
災
計
画
」に
規
定
し
て

い
る「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
計
画
」

に
つ
い
て
も
、必
要
に
応
じ
た
見
直
し
を
行
う

な
ど
、
大
規
模
災
害
は
必
ず
起
こ
り
得
る
と
い

う
認
識
の
下
、
防
災
・
減
災
の
た
め
の
備
え
に

取
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

 
救
急
搬
送 「
た
か
ま
つ
ホ
ッ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」を

活
用
し
て
、「
救
急
隊
ひ
っ
迫
ア
ラ
ー
ト
」の
よ

う
な
情
報
を
プ
ッ
シ
ュ
型
で
周
知
し
、併
せ
て

救
急
車
の
適
正
利
用
を
発
信
す
る
考
え

　

 「
救
急
隊
ひ
っ
迫
ア
ラ
ー
ト
」に
つ
い
て
は
、

救
急
搬
送
体
制
の
逼
迫
し
た
状
況
を
、
市
民
の

皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、救
急
車
の

到
着
に
時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
な
ど

を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、
発
信
す
る
も
の

で
あ
り
、近
年
の
救
急
出
場
件
数
の
増
加
等
に

伴
い
、
逼
迫
し
た
状
況
が
少
な
か
ら
ず
発
生
し

て
い
る
本
市
に
お
い
て
も
、改
善
に
向
け
た
効
果

が
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
存
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
は
、

1
1
9
番
通
報
時
等
に
、
救
急
電
話
相
談
や

救
急
診
断
ア
プ
リ
の
活
用
を
促
す
ほ
か
、
講

習
会
等
、
様
々
な
機
会
を
と
ら
え
て
、
周
知
啓

発
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、ご
提
言

の「
救
急
隊
ひ
っ
迫
ア
ラ
ー
ト
」を
合
わ
せ
て
、

救
急
車
の
適
正
利
用
を
プ
ッ
シ
ュ
型
で
発
信
す

る
こ
と
に
よ
り
、よ
り
効
果
的
な
周
知
啓
発
が

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、で
き
る
だ
け
早
期
に
、

AA QQ

A Q

A Q 導
入
し
て
ま
い
り
た
い
。

  

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

 

保
育
士
の
配
置
基
準
の
見
直
し
へ
の
対
応

も
踏
ま
え
、年
度
を
通
じ
た
待
機
児
童
解
消
の

達
成
に
向
け
た
決
意

　

 

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
保
育
所
の
新
設
等

に
よ
る
受
け
皿
確
保
や
、
独
自
の
保
育
士
確

保
策
な
ど
に
取
組
む
こ
と
で
、
待
機
児
童
数

が
、ピ
ー
ク
時
に
比
べ
、
大
幅
に
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、
年
度
末
に
か
け
て
、
待
機
児
童
が
発

生
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て
は
、
保
育
士
の

配
置
基
準
の
見
直
し
や
、「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
」の
実
施
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
お
り
、

更
な
る
保
育
士
の
確
保
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
本
市
で
は
、
今
年
度
、
新
た
な

保
育
士
確
保
策
と
し
て
、
県
の
保
育
士
人
材

バ
ン
ク
を
活
用
し
た
潜
在
保
育
士
へ
の
就
職
一

時
金
の
支
給
や
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し

た
、
保
育
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
す
る
た
め

の
助
成
に
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

引
き
続
き
、
国
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
県
と
も
連
携
を
図
り
、保
育
士
確
保
に
努

め
る
な
ど
、各
種
対
策
に
、鋭
意
、取
組
み
な
が

ら
、で
き
得
る
限
り
早
期
の
、年
度
を
通
じ
た
待

機
児
童
の
解
消
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
。

9
月
定
例
会（
抜
粋
）

質
問
お
よ
び
答
弁
の
概
要
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南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
と
は

　
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」は
、南

海
ト
ラ
フ
沿
い
で
異
常
な
現
象
が
観
測
さ

れ
た
場
合
や
地
震
発
生
の
可
能
性
が
相
対
的
に
高

ま
っ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
場
合
等
に
、気
象
庁
か
ら

発
表
さ
れ
る
情
報
で
す
。
情
報
名
の
後
に
キ
ー
ワ
ー

ド
が
付
記
さ
れ「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報（
調
査

中
）」等
の
形
で
情
報
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
気
象
庁
に
お
い
て
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.8
以
上
の
地

震
等
の
異
常
な
現
象
を
観
測
し
た
後
、5
〜
30
分
後

に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報（
調
査
中
）が
発
表
さ

れ
ま
す
。
そ
の
後
、「
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
地
震
に
関

す
る
評
価
検
討
会
」の
臨
時
会
合
に
お
け
る
調
査
結

果
を
受
け
て
、該
当
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
付
し
た
臨

時
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
政
府
や
自
治
体
か
ら
、キ
ー
ワ
ー
ド
に
応
じ
た
防

災
対
応
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
す
の
で
、呼
び
か
け
の

内
容
に
応
じ
た
防
災
対
応
を
と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
皆
様
の「
命
」と「
く
ら
し
」を
守
る
た
め
、「
南
海

ト
ラ
フ
地
震
」は
も
と
よ
り
、激
甚
化
す
る
様
々
な
災

害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
、全
力
で
取
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
す
。

Colum
コラム南海トラフ地震

臨時情報

キ
ー
ワ
ー
ド

調査中

巨大地震警戒

巨大地震注意

調査終了

■観測された異常な現象が南海トラフ沿いの大規模な地震と関連す
るかどうか調査を開始した場合、または調査を継続している場合

■南海トラフ沿いの想定震源域内のプレート境界においてM8.0以
上の地震が発生したと評価した場合

■巨大地震警戒、巨大地震注意のいすれにも当てはまらない現象
と評価した場合

■南海トラフ沿いの想定震源域内のプレート境界においてM7.0以
上、M8.0未満の地震が発生したと評価した場合
■想定震源域のプレート境界以外や、想定震源域の海溝軸外側
50km程度までの範囲でM7.0以上の地震が発生したと評価した場合
■ひずみ計等で有意な変化として捉えられる、短い期間にプレート
境界の固着状態が明らかに変化しているような通常とは異なる
ゆっくりすべりが観測された場合

■南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、その現象が
南海トラフ沿いの大規模な地震と関連するかどうか調
査を開始した場合、または調査を継続している場合
■観測された異常な現象の調査結果を発表する場合
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